
第3号様式（第3条関係）

事業名 市提案

実 施 団 体

市 担 当 課

事 業 費 １年目：８９，１２５円

実 施 内 容

評 価 結 果

団体の役割

市 の 役 割

・移住相談対応
・移住相談会帯同（年２回）
・移住者交流会（３回予定していたがいずれも未実施）
　毎月第４土曜日に、本市への移住者や住民が交流できるサロンを設置する。開催月に応じて、市内の飲食
店や雑貨店、生産者等が出展するマルシェやヨガ体験、音楽ライブなど、テーマを設けて開催する。サロンに
は、移住希望者や移住者の暮らしの相談に対応するコンシェルジュを配置するほか、高校生や大学生にも運
営サポートスタッフとして、受付や会場装飾等に関わってもらう。サロンの最後には、ランチミーティングを開催
する（ランチは市内飲食店からのケータリングを想定）。オンラインコミュニティ参加者に限らず広く参加者を募
り、サロンのみ、ランチミーティングのみの参加も可とする。

協働事業実績評価結果

移住定住促進事業
千歳市移住交流コミュニティPOT

千歳ソラのまちづくり実行委員会

企画課

２年目：なし

【評価点数】
5・・・十分にあてはまる
4・・・概ねあてはまる
3・・・ある程度あてはまる
2・・・あまりあてはまらない
1・・・全くあてはまらない

【評価項目】
＜サービス＞
多くの市民に喜ばれるサービスを提供でき
たか

＜事業効果＞
協働したことによって事業効果が高まった
か

＜得意分野＞
実施者の得意分野を十分に発揮できたか

＜ノウハウ＞
「市民協働」の考え方やノウハウを習得で
きたか

＜きっかけ＞
今後の協働へのきっかけとなったか

・サロンの企画・立案・準備・運営
・移住相談会帯同、現地でのPR活動

・サロンの企画・立案・準備・運営
・広報掲載依頼、その他イベント周知
・移住相談会等参加申込、準備
・補助金の交付

総　評

予定していた移住者交流については、現在も移住を検討されている方などから問い合わせがあることから一
定の需要があるものと考えられるため、参加者が集まらなかったことに関しては周知不足だと推測され、担当
の代替がいなかったなどの事態は団体内及び市との間での意思疎通ができていれば実施に繋がる余地が
あったように思う。事業は移住相談と移住相談会のみに留まったが、既存事業の充実に繋がった。
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